
【全席自由】 大人 3,500円　4歳～高校生 1,500円

主催 ツイキャス配信・会場地図は
裏面をご覧ください➡

https://shishimaijapan.com

16:30開場　17:00開演2022.10.1土
会場

料金

チケット申込

宮城県仙台市  宮城野区文化センターパトナシアター
宮城県仙台市宮城野区五輪２-１２-７０　【JR仙石線「陸前原ノ町」駅徒歩1分】

当日500円増（当日券販売は開演15分前まで）

この世を祝え 扉をひらけ in 宮城

https://t.livepocket.jp/e/2022miyagi

撮影：宮川舞子



先行きの見えない混沌とした時代。必要とされるのは人々の心を癒し励まし明日への活力を
生み出す文化の力。人々が日々の暮らしの中で育み、守り、培ってきた大切な伝統文化、和楽器や
日本古来の芸能。伝統と感性が融合したそのしなやかさと力強さに、困難を乗り越え未来を
切り拓く人々の姿を重ね合わせてご覧いただければ幸いです。

演奏者プロフィール

ツイキャス配信URL

in 宮城
https://twitcasting.tv/c:masanorikaiden
/shopcart/154666

視聴期限: 2022年10月15日(土)まで

2,200円配信チケット

内藤哲郎
高い技術に裏打ちされた、
繊細な表現とその音色の
美しさは他の追随を許さな
い。唄うように流れるリズム

の旋律こそが、確固たる内藤哲郎独自の太鼓
表現である。1991年、新潟県佐渡市を拠点に
活動している和太鼓芸能集団「鼓童」に入座。
在籍中は国内外公演での演奏、また作曲や演
出も手掛けアルバムにも多数収録。2002年春、
鼓童より独立。和太鼓演奏家として拠点を東
京に移し活動を始める。

（朋郎） 武田朋子
江戸祭り囃子の太鼓・笛を
習得し、その後「鼓童」文化
財団研修所にて研修を修
了。能管を能楽の笛方・一

噌幸弘氏に師事。現在、東京を拠点に活動中。
和太鼓と笛のDUO「朋郎」で3枚のアルバムを
発売、祭り囃子や古典芸能をベースとしたオリ
ジナル曲を得意とし、地域イベントや太鼓グル
ープへの楽曲提供も多数｡ゆず、青柳拓次、石
川さゆり、大友克洋作の映画『火要鎮』など、様
々なレコーディングに篠笛や能管で参加。

（朋郎） 山中信人

小島千絵子
鼓童名誉団員。1976年「佐渡
の國鬼太鼓座」に入座。1981年
「鼓童」創設メンバー。唯一無
二の太鼓や舞のスタイルを佐

渡で育み、出会いを求めソロ活動を展開。女性な
らではのしなやかな太鼓「花八丈」でお客様を魅
了し続けている。近年は日本はもとより海外の評
価も高く活動範囲は地球規模。近年は佐渡と栃木
に人と人を結ぶ発信基地として、手作りのスタジオ
「ゆき逢ひspace千」と「ぉわっさまJCT」を構え、様
々な活動を始めている。

（鼓童） 小野越郎 鷹・西田洸
鷹-TAKA-：和太鼓・書道・
津軽三味線の三刀流演奏
家。「和太鼓　暁」の代表を
務め、三度の日本一と文部
科学大臣賞を受賞。
西田洸：3歳で和太鼓をは
じめ、2020年に和太鼓暁
に入団。体格を活かしたダ
イナミックな演奏を持ち味
とする。

（和太鼓暁）

前田朋
長野県伊那市在住。芸能
プロ団体の経験を経てテレ
ビやCM出演なども受けな
がら全国各地でイベント、

学校公演、寄席を中心に活動。縁起の良い『お
めでたい！』をテーマに唄、獅子舞、神楽囃子、
曲芸を主とし、日本の『伝統芸能』を子どもから
大人まで楽しむ事のできるプログラムにアレン
ジして芸能の素晴らしさを芸歴26年『和芸師
とも』からお贈りします。福！舞いこんだり～！

三浦公規・織江響
2017年2月の仙台初LIVE 
を皮切りに、東京、大阪、神
戸、三重、福島、岩手、山形、
佐賀などでイベントやLIVE、

舞台、慰問演奏、野外フェスティバル等へ参加。
これまで洋楽器や花活け、ギネス保持者のフリ
ーフットボーラー、NHK 大河の書道指導も行
う美しすぎる書道家 涼風花氏との舞台表現を
行う。2019年７月から開催された地元大崎市
のワンマンLIVEは全３公演全てSOLDOUT
を達成した。

（RAUMI） 改田雅典
一般社団法人日本獅子舞
協会代表理事。でん舎代表。
保育園保育士、民族歌舞
団所属を経て2010年でん

舎設立。「獅子舞師」として国内外のイベント、
TV、CM等に出演。獅子舞「希生」の創作・振
付、獅子頭の製造販売など獅子舞に特化した
普及活動に努めている。

（でん舎）

中学校卒業後１５歳で単
身青森県弘前市に渡り、津
軽三味線奏者「山田千里(
やまだちさと)」の内弟子と

して４年間修業。山田千里流師範となる。毎年
青森県弘前市でおこなわれる津軽三味線世
界大会ではＡ級個人戦３連覇を達成し殿堂
入り。また津軽民謡の伝統的な唄付けの技術
を競い合う「唄付け伴奏部門」で３回の優勝を
獲得。海外計３８の国と地域で演奏。

秋田県仙北市生まれ。18
歳より津軽三味線を山田
千里師に師事し、本場青森
県は弘前にて修行を積む。

劇団わらび座の三味線奏者として活動の後独
立。その後白石市に拠点を移し、伝統曲・自作
曲を織り交ぜたソロ演奏の他、「和力」「三人十
色」などのグループでも活動。世界的な民族音
楽フェスティバル「WOMAD」をはじめ、これま
でに20ヶ国以上の音楽祭などに招聘出演し
好評を得る。撮影　岡本隆史

国道45号線

ピボット
●

陸前原ノ町駅

宮城野区役所
JR仙石線（地下）

宮城野区文化センター
パトナシアター

仙台市は「脱クルマ都市」づくりに取り組んでおります。ご来館の際はなるべく
公共の交通機関をご利用いただきますよう、ご協力をお願いいたします。


